
 

 

規

則 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
Ｉ
Ｔ
統
括
幹
、
改
革
政
策
局
長
、
地
域
政
策
局
長
」
を
「
政
策
・
財
務

局
長
、
地
域
経
営
局
長
、
人
財
政
策
局
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
中
「
、
消
防
防
災
政
策
幹
」
を
削
る
。 

 

第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
改
革
政
策
局
長
、
地
域
政
策
局
長
」
を
「
政
策
・
財
務
局
長
、

地
域
経
営
局
長
、
人
財
政
策
局
長
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
受
任
者
の
欄
中
「
県
民
生
活
部
県
政

情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
総
務
部
文
書
課
長
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
副
部
長
」
の
下
に
「
、

地
域
経
営
局
長
」
を
加
え
、
同
欄
５
中
「
を
命
令
す
る
こ
と
」
を
「
に
関
す
る
こ
と
」
に
改
め

る
。 

 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄 

を
削
り
、
同
表
職
員
健

康
支
援
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

             

課書文 

二 

埼
玉

県
個

人

情

報

保

護

条

例

の

施

行

に

関

す 

 

る

事

務 

一 

埼
玉

県
情

報

公

開

条

例

の

施

行

に

関

す

る

事 

 

務 

 

  

埼
玉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
六

十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
各
実
施

機
関
（
同
条
例
第
五
章
（
第
五
十
九

条
を
除
く
。
）
に
係
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
県
の
執
行
機
関
）
に
お
け
る

同
条
例
の
施
行
の
状
況
を
取
り
ま
と

め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
。 

埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
第
三
十
六

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
各
実
施
機
関

に
お
け
る
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状

況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公

表
す
る
こ
と
。 

 

13 



 

 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
青
少
年
課
の
項
部
長

専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、
９
か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
８
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。 

 

９ 
条
例
第
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
害
役
務
営
業
者
に
対
し
、
違
反
行

為
の
中
止
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
。 

 
 

 

条
例
第
十
七
条
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
害
役
務
営
業
者
に
対

し
、
期
間
を
定
め
て
有
害
役
務
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
、
及
び
そ
の
旨
を

公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
六
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄 

中
「
第
七
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を

「
第
七
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
七
十
四
条

の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄
９

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
の
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
災
害

発
生
市
町
村
長
を
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
六
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄 

中
「
第
七
十
四
条
の
三
」
を
「
第
七

十
四
条
の
四
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
長
に
対
し
、
災
害
発
生
市
町

村
長
を
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
七
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
４
中
「
第

十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
市
町
村
長
」
を
「
災
害
発
生
市
町
村
の
長
」
に
改

め
、
同
欄
４
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。 

 

２ 

法
第
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
救
助
実
施
市
の
指
定
に
つ
い
て
内
閣
総
理

大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
七
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
４
を
５

と
し
、
１
か
ら
３
ま
で
を
２
か
ら
４
ま
で
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

１ 

法
第
二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
救
助
に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
供
給
又
は
役

務
の
提
供
に
つ
い
て
、
救
助
実
施
市
の
長
及
び
物
資
の
生
産
等
を
業
と
す
る
者
そ
の
他
の

関
係
者
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。 

 

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
化
学
保
安
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
四

十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
百
六
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

12 

14 

11 

11 

13 

10 

18 

19 

12 

17 

13 

18 

11 

11 

12 

10 

10 

11 

10 

32 

33 

20 

31 

21 

32 

19 

19 

20 

18 

19 



 

 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
温
暖
化
対
策
課
の
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。 

       

別
表
第
四
環
境
部
の
表
大
気
環
境
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
第
十
六
条
第
二

項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
表
水
環
境
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事

項
の
欄
中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

事
務
の
種
類
の
欄
中
「
平
成
二
十
一
年
環
境
省
令
第
十
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
処
理
業
省
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
五
条
第
二
項
」

を
「
第
五
条
第
二
項
前
段
」
に
、
「
そ
の
こ
と
を
」
を
「
同
項
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
」
に

改
め
、
同
欄
３
中
「
第
七
条
第
五
項
」
を
「
第
七
条
第
十
項
前
段
」
に
、
「
指
示
措
置
」
を
「
汚

染
の
除
去
等
の
措
置
」
に
、
「
そ
の
こ
と
を
」
を
「
同
項
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
」
に
改
め
、

同
欄 

中
「
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
」
を
「
処
理
業
省
令
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同

欄 

と
し
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

処
理
業
省
令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
変
更
協
議
書
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
水
環
境
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、
９
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
二
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
等
と
協
議
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
産
業
廃
棄
物
指
導
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
２
」

を
「
５
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
４
」
を
「
７
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
６
」
を
「
９
」
に
改

め
、
同
欄 

中
「
８
」
を
「 

」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
社
会
福
祉
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
条
第
三
項
」

を
「
第
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
保
健
医
療
政
策
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第

三
十
条
の
四
第
十
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
三
十
条

の
四
第
十
四
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

    

二 

気
候
変
動
適
応

法
（
平
成
三
十
年

法
律
第
五
十
号
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 
 

気
候
変
動
適
応
法
第
十
二
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
。 

 

十 

保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第 

 

１ 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を

し
、
及
び
当
該
指
定
試
験
機
関
に
准 

 

12 

12 

14 

11 

12 

13 

10 

11 

10 

10 

11 



 

 

                                  

 

二
百
三
号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 
 

看
護
師
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部

を
行
わ
せ
る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
十
七
条
の
二
（
法
第
二
十

七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
指
定
試
験
機
関
の
役
員
の
選
任

及
び
解
任
に
関
し
認
可
し
、
又
は
役

員
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
。 

３ 

法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
指
定
試
験
機
関
の
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
関
し
認
可

す
る
こ
と
。 

４ 

法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
試

験
機
関
の
試
験
事
務
規
程
に
関
し
認

可
し
、
又
は
変
更
を
命
ず
る
こ
と
。 

５ 

法
第
二
十
七
条
の
八
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
監

督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
。 

６ 

法
第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
指
定
試
験
機
関
に
対

し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員

に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若

し
く
は
指
定
試
験
機
関
の
事
務
所
に

立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。 

７ 

法
第
二
十
七
条
の
十
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
試
験
機
関
の
試
験
事
務

の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は

廃
止
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
。 

８ 

法
第
二
十
七
条
の
十
一
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を

取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
、

試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の 

 



 

 

         

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
疾
病
対
策
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

          

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
産
業
支
援
課
の
項
第
四
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
第
三
十

七
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
三
十
七
条
第
五
項
」
を

「
第
四
十
九
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
三
十
七
条
第
四
項
」

を
「
第
四
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同

欄
４
中
「
第
三
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
三
十
八

条
第
六
項
」
を
「
第
五
十
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
中
「
第
三
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第

五
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
三
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
表
企
業
立
地
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
地
方
活
力
向
上
地
域
特

定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
を
「
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
改
め
、

同
欄
２
及
び
３
中
「
認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
を
「
認
定
地
方
活

力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
」
に
改
め
、
同
表
雇
用
労
働
課
の
項
第
八
号
事
務
の

種
類
の
欄
中
「
雇
用
対
策
法
」
を
「
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二

号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項

の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

９ 

法
第
二
十
七
条
の
十
四
の
規
定
に

基
づ
き
、
准
看
護
師
試
験
を
行
う
こ

と
。 

 
 

法
第
二
十
七
条
の
十
五
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。 

 

九 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
対
策
基
本

法
（
平
成
三
十
年

法

律

第

七

十

四

号
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務 

 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存 

症
対
策
基
本
法
第
十
三

条
第
一
項
又
は
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
都 

道
府
県
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等 

依
存
症
対
策
推
進
計
画

を
策
定
し
、
又
は
変
更
す

る
こ
と
。 
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別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
十
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
七
条
の

二
十
六
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
の
三
十
六
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
に

改
め
、
同
表
農
産
物
安
全
課
の
項
第
七
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第

三
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
畜
産
安
全
課
の
項
第
八
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第

十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第

十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
３
と
し
、
同
欄
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

２ 

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
事
業
者
の
指
定
を
し
た
と
き
に
、
そ
の

旨
を
公
示
し
、
及
び
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
村
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
第
二
十
九
条

の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 
中
「
第
百
三
十
三
条
」
を

「
第
百
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
県
土
整
備
政
策
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
及
び
道

路
環
境
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
７
中
「
第
五
十
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
条
第
七

項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
都
市
計
画
課
の
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、

第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
同
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決

事
項
の
欄 

及
び 

中
「
建
ぺ
い
率
」
を
「
建
蔽
率
」
に
改
め
、
同
欄
中 

を 

と
し
、 

か 

ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
八
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
別
仮
設
興
行
場
等
の
建
築
を
許
可
す
る

こ
と
。 

第
二
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
統
計
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
三
十
三
条
第
一

号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
届
出
独
立
行
政
法
人
等
」
を
「
指
定
独
立
行

政
法
人
等
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

３ 

法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
機
関
の
長
又
は
指
定
独
立
行
政
法
人

等
に
調
査
票
情
報
を
利
用
し
て
作
成
し
た
統
計
又
は
行
つ
た
統
計
的
研
究
の
成
果
を
提
出

す
る
こ
と
。 

第
三
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

１ 

法
第
十
条
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
基
本
方
針
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。 

２ 

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
の
職
業
の
安
定
に
関
し
必
要
な

措
置
の
実
施
を
要
請
す
る
こ
と
。 

 

24 

33 

34 

93 

94 

86 

92 

87 

93 

85 

86 



 

 

 

別
表
第
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

                              

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
用
地
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

   

三
十
一 

所
有
者
不

明
土
地
の
利
用
の

円
滑
化
等
に
関
す

る

特

別

措

置

法

（
平
成
三
十
年
法

律
第
四
十
九
号
。

以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
に
関
す
る

事
業
者
等
と
し
て

の
事
務 

１ 

法
第
十
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、 

 

特
定
所
有
者
不
明
土

地
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事

に
対
し
、
土
地
使
用 

 
権
等
の
取
得
に
つ
い

て
の
裁
定
を
申
請
す

る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
定
所
有
者
不
明
土

地
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事

に
対
し
、
土
地
等
使 

 

用
権
の
存
続
期
間
の

延
長
に
つ
い
て
の
裁
定

を
申
請
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
二
十
七
条
第

一
項
又
は
第
三
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
特
定
所
有 

 

者
不
明
土
地
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
に
対
し
、 

 

収
用
又
は
使
用
に
つ

い
て
の
裁
定
を
申
請

す
る
こ
と
。 

１ 

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
収
用
委
員
会
に
裁
決
を
申
請
す

る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
土
地
使
用
権
等
の
全
部
又

は
一
部
の
譲
渡
の
承
認
を
申
請
す
る

こ
と
。 

３ 

法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
土
地
収
用
法
第
七
十
九
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
物
件
の
収
用
を

請
求
す
る
こ
と
。 

 

六 

所
有
者
不
明
土

地
の
利
用
の
円
滑 

 

１ 

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
土
地
使
用
権
等
の
取
得
に
つ 

 



 

 

                 第
四
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と

し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 

を 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
救
助
用
建
築
物
等
を
引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
許
可
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
期
間
を

定
め
て
特
別
興
行
場
等
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と

し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄 

中
「
第
六
十
七
条
の
三
第
九
項
第
二
号
」

を
「
第
六
十
七
条
第
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
六
十

七
条
の
三
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と

し
、
同
欄 

中
「
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄
中 

を 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と

し
、
同
欄 

中
「
第
五
十
三
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
六
項
第
三
号
」
に
改
め
、

同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
五
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な

い
と
認
め
て
建
蔽
率
の
限
度
を
超
え
る
建
築
物
を
許
可
す
る
こ
と
。 

 

化
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 
 

い
て
裁
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
土
地
等
使
用
権
の
存
続
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
裁
定
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
裁
定
を
取
り
消
す
こ
と
。 

４ 

法
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
状
回
復
を

命
じ
、
又
は
当
該
原
状
回
復
を
自
ら

行
い
、
若
し
く
は
そ
の
命
じ
た
者
若

し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ
る
こ

と
。 

５ 

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三

十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

収
用
又
は
使
用
に
つ
い
て
裁
定
す
る

こ
と
。 

 

94 

98
+ 

91 

93 

95 

97 

90 

92 

93 94 

89 

91 

56 

88 

58 

90 

55 55 

57 

54 54 

56 

53 
53 

55 

52 

54 

36 

51 

38 

53 

35 

35 

37 

34 

35 



 

 

 
 

 

法
第
五
十
三
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
機
能

の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
て
前
面
道
路
の
境
界
線
か
ら
後
退
し
て
壁
面
線
を
指
定

す
る
こ
と
。 

第
五
条 
埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
生
活
衛
生
課
の
項
第
十
二
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
第
五

条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
六
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
広
域
的
水
道
整
備
計
画
」
を
「
水
道
基
盤
強
化
計
画
」
に
改
め
、

同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
８
を 

と
し
、
１
か
ら
７
ま
で
を
４
か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄
に

１
か
ら
３
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

１ 

法
第
五
条
の
三
第
四
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
計
画
区
域
内
の
市
町
村
並
び
に
計
画
区
域
を
給
水
区
域
に
含
む
水
道
事
業
者

及
び
当
該
水
道
事
業
者
が
水
道
用
水
の
供
給
を
受
け
る
水
道
用
水
供
給
事
業
者
の
同
意
を

得
る
こ
と
。 

 

２ 

法
第
五
条
の
三
第
七
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
広
域
的
連
携
等
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
。 

 

３ 

法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
域
的
連
携
等
推
進
協
議
会
を
組
織
す
る

こ
と
。 

 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
二
条
の
規
定 

平
成
三
十
一
年
五
月
一
日 

二 

第
三
条
の
規
定 

平
成
三
十
一
年
六
月
一
日 

三 

第
四
条
の
規
定 

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）

の
施
行
の
日 

四 

第
五
条
の
規
定 

水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の

施
行
の
日 

36 

10 

11 


